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る。 J (木田、 1994 ， 6) と述べている。このような「現代日本社会論J の歴史的系譜をおさえた
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( 3) I法人資本主義j の再考
日本資本主義の「特殊性J 問題を論じる際、もう一つのキィタームとなるものが、「法人資本


























































































































































































































































































































































なぜなら、「自立した個」は、第 1 に、「バラバラな個J であり、心理的・社会的に自らを自
らで支えるという弱い立場を前提としていること、第 2 に、環境が厳しい状況では、必然的に、
「自立した個」聞の競争関係は激しくなり、組織と対等な関係を維持することは難しくなり、


























































































今後の研究課題としては、若者、女性、老人、サラリーマンが、 NPO ・ NGO をはじめとした
市民活動に参加し、日本企業社会をどのように変化・変質させてゆくのかについて解明・考察
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